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山
口
県
文
化
連
盟
会
報
誌
の
発
行
に
当
た

り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
や
ま
ぐ
ち
発　

心
と
き
め
く
文
化
維
新
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
や
ま

ぐ
ち
二
○
○
六
は
、
百
五
十
万
山
口
県
民
の

英
知
を
結
集
し
て
、
県
民
総
参
加
に
よ
り
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。そ
し
て
、
本
年
三
月
、

国
民
文
化
祭
で
活
躍
し
た
多
く
の
文
化
団
体
、

関
係
機
関
が
結
集
し
、
新
生
・
山
口
県
文
化

連
盟
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
発
足
を
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、
中

世
に
は
、
大
内
氏
が
栄
華
を
極
め
、
優
れ
た

文
化
芸
術
を
全
国
に
発
信
し
、
近
世
に
は
、

毛
利
氏
の
教
育
を
重
ん
じ
る
気
風
の
も
と
、

多
く
の
人
材
が
輩
出
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
以
降
、
山
口
県
人
は
我
が
国
の

近
代
化
の
た
め
に
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾

注
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
た
め
か
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
本
県
は
「
政
治
県
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

山
口
県
民
自
身
も
、
本
県
に
つ
い
て
必
ず
し

も
「
文
化
県
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
社
会
の
疲
弊

や
人
心
の
荒
廃
と
い
う
状
況
の
中
で
、
県
政

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
約
十
年
前
に
文
化
行

政
を
教
育
委
員
会
か
ら
知
事
の
所
管
業
務
に

移
管
さ
れ
、
文
化
振
興
を
県
政
の
重
要
課
題

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
文
化
活
動
へ

の
県
民
参
加
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
成
果
が
、
昨
年
の
国
民
文
化
祭
と
し
て
大

き
く
花
開
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
文
化
の
花
を
し
っ
か
り
と
結
実

さ
せ
、
次
世
代
の
県
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と

が
、
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で

あ
り
、本
県
の
文
化
振
興
の
牽
引
役
と
し
て
、

山
口
県
文
化
連
盟
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極

め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、「
文
化
力
は
国
の
力
」
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、現
代
の
社
会
に
お
い
て
、

文
化
は
社
会
を
形
成
す
る
基
盤
と
し
て
不
可

欠
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
報
誌
を
通

じ
て
、
会
員
相
互
の
理
解
と
連
携
が
促
進
さ

れ
、
各
団
体
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、
本
連
盟
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

連
盟
の
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、

県
民
総
参
加
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

分
野
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、

本
県
の
優
れ
た
文
化
や
魅
力
を
全
国
に
向

け
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
将
来
に
継

承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
文
化
振
興
の
基

盤
と
な
る
条
例
の
制
定
や
山
口
県
総
合
芸

術
文
化
祭
の
開
催
な
ど
、
文
化
活
動
に
取

り
組
む
基
盤
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
貴
連
盟

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
方
々
と
の
連

携
・
協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も

皆
様
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
会
報
誌
が
、
幅
広
い
文
化
の
発
信

源
に
な
る
と
と
も
に
、
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
を
通
じ
本
県
文
化
の
振
興
に

大
い
に
寄
与
す
る
よ
う
心
か
ら
念
願
い
た

し
ま
す
。

山
口
県
文
化
連
盟
会
長

田
村　
幸
志
郎

山
口
県
知
事

二
井　
関
成

　

山
口
県
文
化
連
盟
会
報
誌「
文
化
飛
翔
」

の
発
刊
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
連
盟
は
、
本
年
三
月
に
、
県
内
の
文

化
関
係
団
体
が
地
域
や
分
野
の
枠
を
越
え

て
幅
広
く
結
集
さ
れ
、
山
口
県
の
文
化
芸

術
を
県
民
の
力
に
よ
り
進
展
さ
せ
る
た
め

に
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
度
、
会
員
の
相
互
理
解

と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
報
誌
を
発

刊
さ
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
民
文
化
祭
で
は
、
貴

山
口
県
議
会
議
長

島
田　
　
明

　

山
口
県
文
化
連
盟
会
報
の
創
刊
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
ゆ
と
り
や
や
す
ら
ぎ
と
い
っ
た

心
の
豊
か
さ
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
中
、

本
県
に
お
い
て
は
、昨
年
の「
国
民
文
化
祭
」

に
よ
り
高
ま
っ
た
「
地
域
力
」、「
県
民
力
」

に
よ
っ
て
、
今
後
、
新
た
な
地
域
文
化
の

創
造
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
さ
ら
に
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
民
文
化
祭
に
よ
り
培

わ
れ
た
文
化
や
県
民
運
動
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
、
今
後
の
本
県
の
文
化
振
興
に

生
か
す
た
め
、
本
年
三
月
、
県
内
の
文
化

関
係
諸
団
体
が
結
集
し
、
新
し
く
「
山
口

県
文
化
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
に
は
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
交
流
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本
県
文
化
の
振
興

に
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
限
り

な
い
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
念
願
い

た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

祝 

辞

祝 

辞

ご
挨
拶

会
報
「
文
化
飛
翔
」
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新
生
・
山
口
県
文
化
連
盟
が
発
足
！

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち

で
培
わ
れ
た
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
後

の
県
の
文
化
振
興
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
県
内
の
文
化
団
体
や
県
、
報
道
機

関
な
ど
が
結
集
し
た
新
生
・
山
口
県
文
化
連

盟
が
発
足
し
、
三
月
二
十
六
日
に
県
庁
で
設

立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
に
田
村
幸
志
郎
・
や
ま
ぐ
ち
市

民
文
化
の
会
会
長
が
就
任
し
、
理
事
及
び
監

事
の
選
任
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲設立記念パーティには約270人が出席

▲創作舞踊で華やかにスタート

設
立
総
会
を
開
催

 

平
成
19
年
３
月
26
日
㈪

平
成
19
年
度
理
事
会

 

通
常
総
会
を
開
催

 

平
成
19
年
５
月
31
日
㈭

　

平
成
十
九
年
度
理
事
会
及
び
通
常
総
会
を

五
月
三
十
一
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ（
山

口
市
湯
田
温
泉
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

連
盟
発
足
後
初
め
て
開
か
れ
た
理
事
会
で

は
、
正
会
員
の
新
規
加
入
及
び
連
盟
顧
問
の

委
嘱
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
十
九
年
度
事
業
の
詳
細
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
通
常
総
会
で
は
、
理
事

会
の
承
認
事
項
等
に
関
す
る
報
告
の
ほ
か
、

各
分
野
別
県
域
文
化
団
体
の
自
己
紹
介
や
活

動
状
況
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催

　
　

〜
新
た
な
出
会
い
と
交
流
を
求
め
て
〜

 

平
成
19
年
５
月
31
日
㈭

　

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
新
た
な
出
会
い
と
幅
広

い
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
新
生
・
山
口
県
文

化
連
盟
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
宴
と
な
り
ま

し
た
。

▲県庁で開催された設立総会

▲理事会

　

通
常
総
会
終
了
後
、
新
生
・
山
口
県
文
化

連
盟
の
発
足
を
記
念
し
て
設
立
記
念
パ
ー

テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
に
は
、
文
化
連
盟
の
会
員
を
は

じ
め
、
県
議
会
の
議
員
、
芸
術
文
化
表
彰
受

賞
者
、さ
ら
に
は
、経
済
、観
光
分
野
の
方
々

な
ど
、
県
内
各
地
の
幅
広
い
分
野
か
ら
多
数

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ

と
な
り
ま
し
た
。
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介していきます。
よこがお～会員紹介～

　
下
関
市
文
化
協
会

会
長　
山
本　
誠
二 

〒
７
５
１

－

０
８
０
６

　
下
関
市
一
の
宮
町
５

－

１

－

18

電
話
／
０
８
３
２

－

５
６

－

３
５
４
８

　
設
立
は
、
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
４
月
１
日
、
58
団

体
で
発
足
。
初
代
会
長
は
藤
田
正
氏
。
第
２
代
は
、
吉

武
邦
敏
氏
（
昭
和
62
年
４
月
就
任
）。
第
３
代
は
、
片
山

宗
恒
氏
（
平
成
10
年
４
月
就
任
）。
現
会
長
山
本
誠
二
氏

（
平
成
18
年
４
月
就
任
）
は
４
代
目
。
現
在
加
盟
団
体
数

1
0
2
団
体
。
約
2
万
人
。

　
会
発
足
と
同
時
に
、
機
関
誌
「
下
関
文
化
」（
年
１
回
）

を
創
刊
、
毎
年
発
行
を
続
け
今
年
で
38
号
を
数
え
る
。
さ

ら
に
、加
盟
団
体
の
活
動
状
況
や
行
事
等
の
通
知
を
目
的
に
、

平
成
10
（
1
9
8
8
）
年
８
月
に
季
刊
紙
「
し
も
の
せ
き

文
化
情
報
」（
年
４
回
）
の
発
行
、
現
在
36
号
を
数
え
る
。

　
ま
た
、
昭
和
22
（
1
9
4
7
）
年
７
月
に
「
下
関
復
興

港
祭
り
」と
し
て
始
ま
っ
た「
下
関
市
芸
術
祭
」は
下
関
市
、

下
関
市
教
育
委
員
会
の
主
催
か
ら
、
昭
和
45
年
第
24
回
か

ら
当
協
会
が
加
わ
り
平
成
18
（
2
0
0
6
）
年
第
60
回
ま

で
続
い
た
。
こ
れ
は
、
平
成
17
（
2
0
0
5
）
年
の
旧
豊

浦
四
町
の
合
併
に
伴
い
、
平
成
19
（
2
0
0
7
）
年
４
月

芸
術
祭
を
組
織
変
更
、「
下
関
市
芸
術
文
化
祭
」
と
し
て

新
た
な
出
発
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
市
四
町
の
合
併
に
よ
り
、
市
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
生
活
文
化
を
持
つ
五
つ
の
協
会
が
で
き
た
。
各
地
域
の

文
化
を
育
み
、
未
来
へ
の
継
承
を
目
指
す
た
め
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
五
協
会
の
合
同
化
が
急
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
合
併
後
開
催
の
五
協
会
会
長
会
議
で
、
今
年
初
め
て
文

化
協
会
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
合
同
化
が
議
題
に
上
っ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
会
長
会
で
じ
っ
く
り
検
討
を
重
ね
、
無
理

の
な
い
、
納
得
の
い
く
合
同
化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
一
つ
に
纏
ま

る
こ
と
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
市
民
文

化
の
発
展
に
役
立
つ

よ
う
頑
張
り
た
く
思
っ

て
い
る
。

山
口
県
い
け
ば
な
作
家
協
会

会
長　
田
中　
治
法

〒
７
５
０

－

０
０
５
７

　
下
関
市
筋
川
町
18

－

８
い
け
な
ば
会
館

電
話
／
０
８
３
２

－

３
２

－

３
３
３
０

　
協
会
結
成
は
、
平
成
６
年
で
設
立
理
念
と
し
て
『
い
け

ば
な
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、い
け
ば
な
に
関
す
る
見
識
、

人
格
共
に
優
秀
な
る
、い
け
ば
な
作
家
の
集
ま
り
と
し
て
、

山
口
県
い
け
ば
な
作
家
協
会
は
活
動
す
る
事
を
理
念
と
す

る
』
と
し
て
、
活
動
を
致
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
山
口
県
内
を
、
８
地
区
に
区
分
け
し
各
地
区
の
優
秀
な

い
け
ば
な
作
家
の
先
生
に
参
加
い
た
だ
き
、
伝
統
い
け
ば

な
の
継
承
、
振
興
を
目
的
に
毎
年
い
け
ば
な
展
を
催
し
本

年
度
の
華
展
は
13
回
展
に
な
り
ま
す
。
会
場
は
集
客
能
力

の
あ
る
協
会
と
し
て
経
済
効
果
も
鑑
み
、
下
関
大
丸
百
貨

店
、
周
南
市
の
近
鉄
松
下
百
貨
店
、
山
口
市
の
ち
ま
き
や

百
貨
店
、
岩
国
市
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
の
４
会
場
で
、

山
口
県
の
東
か
ら
西
ま
で
の
会
場
で
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
第
21
回
国
民
文
化
祭
い
け
ば
な
展
を
柳
井
市

で
開
催
し
他
県
で
は
催
し
た
事
の
無
か
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
と
の
融
合
な
ど
で
、
視
察
の
他
県
の
先
生
方
に
高
い

評
価
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
い
け
ば
な
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
と
し
て
、
き
ら
ら
博

覧
会
の
あ
り
ま
し
た
平
成
13
年
８
月
か
ら
山
口
宇
部
空
港

い
け
ば
な
奉
仕
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ま
た
本
年
度
７
月

に
は
山
口
県
周
南
総
合
庁
舎
の
い
け
ば
な
奉
仕
委
員
会
も

オ
ー
プ
ン
し
、
今
後
は
協
会
会
員
で
東
西
二
ヶ
所
で
い
け

ば
な
を
通
じ
て
社
会
奉
仕

活
動
を
行
う
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
伝
統
文
化
と
現

代
文
化
の
融
合
、
他
の
団

体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
、
次
代
の
変
遷
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
山
口
県

に
お
け
る
い
け
ば
な
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
、
活
動
目
標
と
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
宇
部
文
化
連
盟

会
長　
上
原　
　
武 

〒
７
５
５

－

８
６
０
１

　
宇
部
市
常
盤
町
１

－
７

－
１

　
宇
部
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
内

電
話
／
０
８
３
６

－
３
４

－

８
６
１
６

　
山
口
県
文
化
連
盟
会
報
「
文
化

飛
翔
」
の
創
刊
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
宇
部
文
化
連
盟
は
、
市
内
で
活

動
す
る
芸
術
文
化
団
体
相
互
の
緊

密
な
連
絡
・
協
力
・
育
成
等
を
目

的
と
し
て
、昭
和
33
年（
1
9
5
8

年
）
２
月
18
日
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
98
の
文
化
団
体
（
会

員
総
数
７
、3
7
4
名
）
で
構
成

さ
れ
、
各
加
盟
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
日
々
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
市
お
よ

び
市
教
育
委
員
会
と
の
主
催
に
よ

る
「
宇
部
市
芸
術
祭
」
の
開
催
や
、

加
盟
団
体
等
が
行
う
文
化
行
事
へ
の
共
催
・
後
援
、
市
民

文
化
の
貢
献
に
寄
与
し
た
会
員
を
表
彰
す
る
「
文
化
功
労

者
表
彰
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
専
門
部
会
に
よ

る
活
動
と
し
て
、
会
員
の
研
修
と
親
睦
を
兼
ね
た
「
文
化

バ
ス
旅
行
」
の
実
施
や
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催

に
よ
る
「
歳
末
助
け
合
い
展
（
バ
ザ
ー
）」、
団
体
間
の
親

睦
を
図
る
た
め
の
「
年
末
懇
談
会
」
の
開
催
、機
関
紙
「
宇

部
文
連
」
の
発
行
な
ど
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、「
創
立
50
周
年
」
を
来
年
２
月
に
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
活
動
に
加
え
、
記
念
式
典
や
50

年
の
歩
み
を
ま
と
め
た
記
念
誌
の
発
行
な
ど
、
半
世
紀
の

歴
史
を
振
り
返
る
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
て
諸
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
50
周
年
を
契
機
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
各

団
体
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
宇
部
市
総
合
文
化
団

体
と
し
て
、
ま
た
山
口
県
文
化
連
盟
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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下
関
市
の「
劇
団
海
峡
座
」、

宇
部
市
の
「
劇
団
宇
部
芸
術

座
」、
そ
し
て
岩
国
市
の
「
劇

団
の
ん
た
」。
山
口
県
下
で

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
活
動
を

続
け
る
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
ま
だ
社
会
が
十

分
熟
成
し
て
い
な
か
っ
た
戦

後
、
地
方
都
市
の
一
角
で
産
声
を
上
げ
上
演
活
動
を
続
け

て
き
た
。
途
中
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
サ
ー
ク
ル
が

出
入
り
を
繰
り
返
し
、
組
織
の
盛
衰
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
間
も
途
切
れ
る
こ
と
無
く
上
演
活
動
を
継
続
し
今
日
定

着
し
て
い
る
の
が
県
演
劇
協
会
を
支
え
て
き
た
、
こ
の
３

劇
団
で
あ
る
。

　
偶
然
に
も
県
下
の
西
部
・
中
部
・
東
部
に
活
動
の
拠
点

を
置
く
3
劇
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
マ
ッ
チ
し

た
演
劇
公
演
を
披
露
し
、
地
方
文
化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
山
口
県
教
育
委
員
会
・
高

等
学
校
文
化
連
盟
の
ご
依
頼
に
沿
っ
た「
巡
回
芸
術
劇
場・

演
劇
公
演
」
は
県
内
小
／
中
／
高
校
で
、
児
童
生
徒
に
生

の
演
劇
を
鑑
賞
さ
せ
る
有
意
義
な
行
事
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。ま
た
、本
年
で
第
48
回
目
と
な
る「
山
口
県
演
劇
祭
」

も
数
々
、
優
秀
な
舞
台
を
県
下
各
地
に
展
開
さ
せ
好
評
を

得
て
き
た
。

　
本
年
は
11
月
25
日
㈰
、
午
後
2
時
か
ら
岩
国
市
で
「
劇

団
の
ん
た
」
が
担
当
し
て
公
演
を
行
う
。
当
日
は
岩
国
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
・
作
／

山
崎
順
子
・
演
出
の
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
を
上
演
す
る
。

大
人
の
常
識
で
は
絶
対
に
相
い
れ
な
い
、
ヤ
ギ
と
オ
オ
カ

ミ
の
心
温
ま
る
友
情
の
世
界
を
楽
し
く
展
開
、「
ご
ち
そ

う
な
の
に
友
だ
ち
で
、
な
か
よ
し
な
の
に
お
い
し
そ
う
」

と
名
作
絵
本
の
舞
台
化
で
あ
る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

幅
広
く
お
楽
し
み
頂
け
る
劇
団
の
ん
た
の
自
信
作
に
ご
期

待
を
。
当
日
入
場
は
無
料
。

　
㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団

理
事
長　
澄
川　
喜
一

〒
７
５
３

－

０
０
７
１

　
山
口
市
滝
町
１

－

１

電
話
／
０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団

は
、
山
口
県
の
風
土
や
伝
統

に
根
ざ
し
た
地
域
性
豊
か
な

文
化
の
創
造
を
進
め
、
県
民

生
活
の
向
上
と
生
き
生
き
と

し
た
快
適
な
生
活
が
実
感
で

き
る
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
５
年
３
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、

本
部
及
び
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩

国
支
部
、
秋
吉
台
国
際
芸
術
村
支
部
の
３
部
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
が
、
平
成
18
年
度
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は
、
本
部
と
秋
吉
台
国
際
芸
術

村
支
部
の
２
部
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
部
で
は
、
文
化
団
体
等
の
地
域
文
化
活
動
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
育
成
す
る
た
め
の

研
修
会
の
開
催
や
情
報
誌
「
カ
ル
チ
ャ
ー
や
ま
ぐ
ち
」
の

発
行
な
ど
文
化
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
吉
台
国
際
芸
術
村
支
部
で
は
、
音
楽
、
美
術
、

ダ
ン
ス
、
演
劇
な
ど
幅
広
い
芸
術
文
化
活
動
に
対
応
で
き

る
滞
在
型
芸
術
文
化
施
設
の
特
色
を
活
か
し
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス（
滞
在
型
創
作
活
動
）や
セ
ミ
ナ
ー・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
ほ
か
、
子
ど
も
や
県
内
の
若
手

芸
術
家
の
育
成
支
援
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
低
金
利
時

代
に
お
け
る
基
金
運
用
益
の
低
迷
な
ど
、
当
財
団
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
多

く
の
県
民
に
優
れ
た
文
化
芸
術
の
鑑
賞
や
多
様
な
文
化
芸

術
活
動
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
本
県
の
文

化
振
興
の
中
核
組
織
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

会
長　
八
幡
フ
ミ
エ 

〒
７
５
３

－

０
０
４
３

　
山
口
市
宮
島
町
６

－
１

　
（
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
内
）

電
話
／
０
８
３

－
９
３
２

－

０
８
１
８

﹇
設
立
﹈
昭
和
62
年
４
月
１
日
、
高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
創

造
活
動
の
向
上
充
実
を
図
り
、
文
化
活
動
の
発
展
と
芸
術
文
化
の

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
演
劇
、
管
弦
楽
・
合
奏
、

合
唱
、
吹
奏
楽
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

日
本
音
楽
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
美
術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
10
専

門
部
で
設
立
。そ
の
後
、
管
弦
楽・合
奏
が
器
楽・管
弦
楽
に
改
称
、

さ
ら
に
、
囲
碁
、
放
送
、
将
棋
、
文
芸
の
各
部
門
を
加
え
、
現
在

14
専
門
部
で
活
動
し
て
い
る
。
会
員
は
、
県
内
の
公
立
・
私
立
高

等
学
校（
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
を
含
む
）の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、

並
び
に
高
等
部
を
設
置
し
て
い
る
盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学
校

の
生
徒
で
、平
成
18
年
度
末
現
在
、3
9
、2
5
2
人
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
活
動
﹈
◇
山
口
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
総
合
開
会
式
並
び

に
各
部
門
別
大
会
）
の
開
催
…
年
間
を
通
じ
て
、
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。
今
年
度
第
29
回
を
数
え
る
。
◇
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
へ
の
派
遣
…
国
内
最
大
の
高
校
生
の
文
化
の
祭
典
、
全

国
高
総
文
祭
に
各
部
門
の
代
表
（
個
人
・
団
体
）
を
派
遣
し
て
い

る
。
平
成
18
年
度
…
京
都
大
会
（
23
校
・
3
2
6
名
）、
平
成
19

年
度
…
島
根
大
会
（
26
校
・
2
0
9
名
）

◇
自
主
事
業
…
音
楽
、
演
劇
な
ど
の
学
校
公
演
を
県
内
各
加
盟
校

を
対
象
に
実
施
…
年
間
７
〜
12
公
演
。
◇
研
修
会
…
各
部
門
で
独

自
に
講
習
会
、
練
習
会
、
撮
影
会
な
ど
を
企
画
し
、
研
鑽
に
努
め

て
い
る
。
◇
機
関
誌
等
の
発
行
…
集
録
「
高
文
連
」、「
高
文
連
会

報
」
な
ど
を
発
行
し
、
全
加
盟
校
に
配
布
し
て
い
る
。

◇
表
彰
…
文
化
功
労
賞
、
優
秀
芸
術
文
化
賞
、
功
績
賞
、
優
秀
指

導
者
賞
◇
国
際
文
化
交
流
事
業
…
こ
れ
ま
で
に
、「
韓
国
・
慶
尚

南
道
親
善
訪
問
文
化
交
流
演
奏
会
」（
日
本
音
楽
・
合
唱
部
門
、

平
成
３
年
）「
山
口
県
高
等
学
校
吹
奏
楽
団
」訪
中
親
善
演
奏
会（
平

成
４
年
）
を
実
施
し
た
。
現
在
は

諸
般
の
事
情
か
ら
休
止
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

﹇
課
題
﹈
活
動
内
容
の
広
が
り
、
一

般
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
住
民
へ

の
ア
ピ
ー
ル
（
情
報
発
信
）
等
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
特
に
、
マ
ー
チ
ン
グ・バ
ト
ン
、

吟
詠
・
剣
詩
舞
両
部
門
の
活
性
化

と
拡
大
は
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、

組
織
と
し
て
経
済
的
基
盤
を
確
保

す
る
た
め
の
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
取
り
組
み
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
山
口
県
演
劇
協
会

会
長　
藤
谷 

光
信

〒
７
４
１

－

０
０
７
１

　
岩
国
市
牛
野
谷
町
３

－

75

－

19

電
話
／
０
８
２
７

－

３
１

－

３
３
８
３
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～新たな出会いと感動を再び～

第１回山口県総合芸術文化祭
今年の７月から約半年にわたり、第１回山口県総合芸術文化祭を県内各地で開催しています。
総合芸術文化祭は、国民文化祭の成果を継承し、県民が文化に親しむとともに、文化芸術活
動の成果を発表する場として開催されるもので、山口県から委託を受け山口県文化連盟が実
施しています。

【
移
動
公
演
】

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
た
創
作
公
演
『
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
中
也

の
時
間
」』
と
地
元
の
文
化
団
体
等
の
公
演
を
併
せ
て
、
移
動
公
演
を

開
催
し
ま
す
。

　

長
門
会
場

　

•

開
催
日　

12
月
２
日
㈰

　

•

会　

場　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
（
長
門
市
）

　

岩
国
会
場

　

•

開
催
日　

12
月
24
日
（
振
休
・
月
）

　

•

会　

場　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
岩
国
市
）

【
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
発
表
】　

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
を
山
口
県
総
合
芸
術
文

化
祭
を
舞
台
に
実
現
し
ま
す
。

　

•

開
催
日　

11
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

　

•

会　

場　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）

美
術
館
特
別
企
画

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
タ
ウ
ン
・
ヤ
マ
グ
チ
２
０
０
７
】

「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
０
０
７
」

　

•

開
催
日　

８
月
18
日
㈯
〜
９
月
９
日
㈰

　

•

開
催
場
所　

山
口
県
立
美
術
館
ほ
か
（
山
口
市
）

　

•

開
催
内
容　

 

第
61
回
山
口
県
美
術
展
覧
会
を
核
と
し
て
、
美
術
館

（
美
術
）と
街（
日
常
生
活
）を
つ
な
ぐ
、様
々
な
ア
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

【
現
在
形
の
陶
芸　

萩
大
賞
展
】

　

•

開
催
日　

12
月
15
日
㈯
〜
1
月
14
日
（
祝
・
月
）

　
•

開
催
場
所　

 

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
ほ
か
（
萩
市
）

　
•

開
催
内
容　

 

山
口
県
の
文
化
資
源
で
あ
る
「
陶
芸
」
の
一
層
の
振

興
を
図
る
た
め
、
陶
芸
作
品
を
公
募
し
、
入
選
作
品

が
公
開
展
示
さ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

　

•

開
催
日　

11
月
３
日
（
祝
・
土
）

　

•

会　

場　

山
口
市
民
会
館

　

•

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

◎
ウ
ェ
ル
カ
ム
演
奏

　
　

◎
第
１
部
： 

「
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
」
メ
モ
リ
ア
ル

　
　

◎
第
２
部
： 

創
作
公
演『
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー「
中
也
の
時
間（
と
き
）」』

　
　
　
　
　
　
　

 　

生
誕
百
年
を
迎
え
た
中
原
中
也
の
詩
を
季
節
に
重

ね
、
演
劇
・
ダ
ン
ス
・
舞
踏
・
邦
楽
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、
生
い
立
ち
の
地
「
山
口
」
な
ら
で
は
の
舞
台

を
展
開
し
、
中
也
の
詩
の
世
界
を
表
現
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
企
画
構
成
】
山
口
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
【
監　
　

修
】
中
原
中
也
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
【
出
演
者
】
山
口
文
化
協
会
・
公
募
出
演
者
ほ
か

　
　

◎
第
３
部
： 
子
ど
も
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の
演
奏

【
ふ
る
さ
と
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

邦
楽
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
吹
奏
楽
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
山

口
県
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

•

開
催
日　

11
月
４
日
㈰

　

•

会　

場　

山
口
市
民
会
館

　

•

出
演
者　

織
田　
浩
司
（
下
関
市
出
身
）

　
　
　
　
　
　

サ
ッ
ク
ス
奏
者

　
　
　
　
　
　

 

昨
年
の
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
結
成
さ
れ
た
山
口
県
吹

奏
楽
団
と
共
演

　
　
　
　
　
　
河
野　
克
典
（
山
陽
小
野
田
市
出
身
）

　
　
　
　
　
　

 

平
成
18
年
度
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
者　

　
　
　
　
　
　

声
楽
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
演
奏

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

山
野
安
珠
美
（
防
府
市
出
身
）

　
　
　
　
　
　

 

平
成
19
年
度
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
者　

　
　
　
　
　
　

邦
楽
（
箏
）
演
奏
者
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行　　事　　名（主催者） 開催予定期日 開催予定市町村（会場名）

1 DA・N・CEワークショップ2007
（山口県ジャズダンス振興会） 7月15日㈰～16日（祝・月） 下関市（スタジオFALL）

山口市（スタジオF）

2 第46回全日本吹奏楽コンクール山口県大会
（山口県吹奏楽連盟）

7月28日㈯～30日㈪、
８月３日㈮～５日㈰

周南市（周南市文化会館）
岩国市（シンフォニア岩国）

3 第62回合唱コンクール山口県大会
（山口県合唱連盟） 8月19日㈰ 萩市

（萩市民館）

4 第１回山口県スポーツアンドソシアルダンス振興舞踏会
（山口県ダンス連盟） 8月19日㈰ 山口市

（山口市民会館）

5 第17回山口県民謡コンクール大会
（山口県民謡連盟） 9月２日㈰ 周南市

（周南市市民館）

6 第13回いけばな展
（山口県いけばな作家協会） 9月６日㈭～10日㈪ 下関市

（下関大丸）

7 第20回全日本マーチングコンテスト山口県大会
（山口県マーチングバンド連盟） 9月16日㈰ 光市

（光市総合体育館）

8 第55回山口県川柳大会
（山口県川柳協会） 9月29日㈯ 岩国市

（シンフォニア岩国）

9 第39回山口県邦楽大会
（山口県邦楽連盟） 10月13日㈯～14日㈰ 萩市

（萩市民館）

10 第40回山口県母のコーラスフェスティバル
（山口県母の合唱連盟） 10月21日㈰ 山口市

（山口市民会館）

11 第44回山口県俳句大会　　
（山口県俳句作家協会） 11月18日㈰ 岩国市

（シンフォニア岩国）

12 ’07やまぐち県詩祭　　
（山口県詩人懇話会） 11月23日（祝・金） 下関市

（赤間神宮）

13 第43回山口県歌人協会短歌大会
（山口県歌人協会） 11月24日㈯～25日㈰ 防府市

（アスピラート・ルルサス防府）

14 第48回山口県演劇祭
（山口県演劇協会） 11月25日㈰ 岩国市

（岩国市民会館）

15 連句大会
（やまぐち連句会） 11月25日㈰ 防府市

（毛利氏庭園・毛利氏博物館）

16 第10回やまぐち創作文芸大会
（山口県創作懇話会） 12月１日㈯ 宇部市

（宇部市立図書館）

17 第52回山口県交響楽団演奏会　　
（山口県交響楽団） 12月２日㈰ 宇部市

（宇部市渡辺翁記念会館）

18 第６回山口県和太鼓の祭典
（山口県和太鼓連盟） 12月２日㈰ 防府市

（防府市公会堂）

19 第35回山口県芸術演奏会　　
（山口県音楽協会） 12月15日㈯ 宇部市

（宇部市渡辺翁記念会館）

20 第31回全日本アンサンブルコンテスト山口県大会
（山口県管楽アンサンブル連盟） 12月22日㈯～24日㈪ 防府市

（アスピラート）

■分野別フェスティバル

Topics & Information トピックス＆インフォメーション

　分野別フェスティバルは、文化連盟加盟の分野別の県域文化団体が主体となって開催するフェスティバルで、やまぐち県民
文化祭の時代から多くの県民の方々の芸術文化活動の発表と交流の場として親しまれています。
　今年の「分野別フェスティバル」は、７月から１２月までの半年にわたり県内各地で、音楽、文芸、生活文化などの多彩な
事業を展開しています。
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■
申
請
資
格

　
　

○
申
請
者
の
資
格

　
　
　

・ 

営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
あ
る
い
は
任
意
団

体
で
、
定
款
か
寄
付
行
為
、
規
約
を
有
し
、
代

表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の

　
　
　

・
芸
術
活
動
を
行
う
個
人

　
　
　

・ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
芸
術
家
・
芸
術
団
体
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
う
ち
、
プ
ロ
並
み
の
活
動
を
行

う
団
体
・
個
人
等

　
　

○
活
動
自
体
の
資
格

　
　
　

・
芸
術
分
野

　
　
　

 　
　

音
楽
／
美
術
／
演
劇
／
舞
踊
／
映
画
／
メ

デ
ィ
ア
芸
術
（
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
）

／
文
学
／
芸
能
（
伝
統
芸
能
、
民
族
芸
能
等
）
／

生
活
芸
術
（
茶
道
、
華
道
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

　
　
　

・
活
動
の
形
態

　
　
　
　

芸
術
作
品
の
発
表
活
動
（
公
演
、
展
覧
会
）

　
　
　
　

 　

芸
術
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
広
く
一
般

に
公
開
さ
れ
る
活
動
（
芸
術
祭
、コ
ン
ク
ー
ル
、

セ
ミ
ナ
ー
等
）

　
　
　

＊ 

活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

※ 

本
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

（http://w
w
w.m
ecenat.or.jp

）
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

山
口
県
文
化
振
興
課

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
8
3

－

9
3
3

－

2
6
1
0

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
8
3

－

9
3
3

－

4
8
2
9

　
　

社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3

－

3
2
1
3

－

3
3
9
7

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
3

－

3
2
1
5

－

6
2
2
2

　

■
助
成
の
対
象

　
　

○
対
象
者
： 

県
内
を
主
た
る
活
動
の
本
拠
と
す
る

民
間
団
体
及
び
個
人

　
　

○
対
象
事
業
： 

創
造
的
、
独
創
的
な
事
業
や
地
域
文

化
の
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業

　
　
　
　
　
　
　

＊
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

　
　
　
　
　
　
　

＊
文
化
交
流
を
促
進
す
る
事
業

　
　
　
　
　
　
　

＊ 

地
域
文
化
を
担
う
人
材
及
び
団
体
を

育
成
す
る
事
業

　
　

※ 

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま

で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

　
　

○
助
成
金
額
： 

助
成
対
象
経
費
か
ら
入
場
料
等
収
入

を
控
除
し
た
額
の
２
分
の
１
以
内
の

額
（
上
限
1
0
0
万
円
）

　

■
募
集
内
容

　
　

○
募
集
期
間
：
平
成
19
年
12
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
中
旬

　
　

○
申
込
方
法
： 

助
成
金
交
付
申
請
書
を
最
寄
り
の
市

町
文
化
行
政
担
当
課
に
提
出
。（
詳

細
は
今
後
県
文
化
振
興
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
予
定
）

　
　

○
選
考
方
法
： 

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
の
審
査
委

員
会
で
厳
正
に
審
査
し
、
当
財
団
理

事
の
承
認
後
、助
成
金
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
全
て
助
成
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
助
成
事
業
担
当

 

（
山
口
県
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
8
3

－

9
3
3

－

2
6
1
0

 
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
8
3

－

9
3
3

－
4
8
2
9

平
成
20
年
度 

地
域
文
化
活
動
支
援

 

事
業
の
募
集
に
つ
い
て

　

■
助
成
認
定
制
度
と
は

　

 　

民
間
の
芸
術
文
化
支
援
を
税
制
面
か
ら
促
進
す
る
制

度
で
、
支
援
者
（
企
業
や
個
人
）
と
芸
術
活
動
を
行
う

団
体
や
個
人
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
　

○
支
援
者
（
企
業
や
個
人
）
の
メ
リ
ッ
ト

　
　

 　

社
団
法
人
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
を
通
じ
て
芸
術
・

文
化
活
動
へ
の
寄
付
を
行
う
と
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
〈
法
人
の
場
合
〉

　
　
　

 　
一
般
の
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と
は
別
枠
で
、

こ
れ
と
同
額
ま
で
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
般
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
額

　

 

＝
（
資
本
等
の
金
額
＊
╳
当
期
の
月
数
／
12
╳

2.5
／
1000
＋
所
得
の
金
額
╳
2.5
／
100
）
╳
1/2

＊
「
資
本
等
の
金
額
」
は
、
資
本
金
と
資
本
積
立

金
額
の
合
計
額
で
す
。

　
　
　
〈
個
人
の
場
合
〉

　
　
　

 　

所
得
金
額
の
40
％
を
上
限
と
し
て
、
寄
付
金
の

合
計
金
額
か
ら
５
千
円
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
　

○
芸
術
活
動
を
行
う
団
体
や
個
人
の
メ
リ
ッ
ト

　

 　

 　

企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
金
を
集
め
や
す
く
な
り

ま
す
。

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
助
成

 

認
定
制
度
に
つ
い
て　

文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

Topics & Information トピックス＆インフォメーション
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山口県文化連盟加盟団体一覧

番　号 区　分 団　体　名 代 表 者 名
事務局長名 郵便番号 事　務　局　住　所 電　話

ＦＡＸ

1 市 下関市文化協会 山本　誠二
津田　　仁 751-0806 下関市一の宮町５－１－18 津田方 0832-56-3548

0832-56-3548

2 宇部文化連盟 上原　　武
本田　俊雄 755-8601 宇部市常盤町１－７－１

宇部市教育委員会文化振興課内
0836-34-8616
0836-22-6066

3 山口文化協会 加藤　燿子
中谷　尚夫 753-8650 山口市亀山町２－１

山口市総合政策部文化政策課内
083-934-2718
083-934-2670

4 やまぐち市民文化の会 田村幸志郎
國吉　武志 753-0074 山口市中央２－５－１

山口市民会館内
083-923-1000
083-928-8488

5 萩市文化協会 斉藤　武男
中野　恵子 758-8555 萩市江向510

萩市総合政策部市民活動推進課内
0838-25-3590
0838-25-3420

6 防府市文化協会 橋口　照男
岡﨑久美子 747-0026 防府市緑町１－９－２

防府市文化福祉会館内
0835-23-1500
0835-38-8131

7 下松市文化協会 川本　宗浩
小林　克美 744-8585 下松市大手町３－３－３

下松市教育委員会社会教育課内
0833-45-1870
0833-45-1865

8 岩国市文化協会 藤谷　光信
森本　佐文 740-0017 岩国市今津町１－９－28 0827-29-5211

0827-21-3456

9 光文化協会 廣實　泉城
稗田　泰久 743-0011 光市光井９－18－３

光市教育委員会文化振興課内
0833-74-3607
0833-72-2246

10 長門文化協会 上田　俊成
山口　雅道 759-4192 長門市東深川1339の2

長門市役所企画振興課内
0837-23-1115
0837-22-5358

11 柳井文化連盟 藤麻　　功
宗里　光晴 742-8714 柳井市南町１－10－２

柳井市役所生涯学習課内
0820-22-2111
0820-23-7371

12 美祢市文化連盟 鉄穴　昌克
篠田　勝彦 759-2212 美祢市大嶺町東分字前川285の１

美祢市勤労青少年ホーム内
0837-52-3500
0837-52-3500

13 周南文化協会 玉野　知之
児玉　 史 745-0874 周南市公園区5854－41

周南市文化会館内
0834-22-8190
0834-22-8191

14 山陽小野田市文化協会 中村　克衛
安田　克己 756-8601 山陽小野田市日の出１－１－１

山陽小野田市教育委員会内
0836-82-1204
0836-84-8691

15 町 和木町文化協会 岡本　勝之
小林　敏幸 740-0061 玖珂郡和木町和木２－15－１

和木町総合コミュニティセンター内
0827-52-2191
0827-52-5200

16 由宇文化協会 山中　克美
重廣　千之 740-1428 岩国市由宇町中央１－１－15 0827-63-0121

0827-63-1314

17 玖珂町文化協会 芳本　　功
藤川　和範 742-0326 岩国市玖珂町4961

玖珂総合センター内
0827-82-5445
0827-82-5447

18 錦町文化協会 讃井　　直
松江　和男 740-0724 岩国市錦町広瀬1125

岩国市教育委員会錦支所内
0827-72-2215
0827-72-3513

19 美和町文化協会 竹川　淳美
吉村　　勝 740-1225 岩国市美和町渋前448

やましろ商工会美和支所内
0827-96-0132
0827-96-0449

20 平生町文化協会 松場　義人
吉浦　昭典 742-1102 熊毛郡平生町大字平生村178

中央公民館内　
0820-56-5320
0820-56-7151

21 徳地文化協会 蕨　　周次
藤村　元彦 747-0231 山口市徳地堀1533

山口市教育委員会徳地教育支所内
0835-52-0217
0835-52-0049

22 おごおり文化協会 遠藤　徳吉
原田　正行 754-0002 山口市小郡下郷609番地３

山口市小郡文化資料館内
083-973-7071
083-973-7091

23 阿知須の文化を高める会 若崎　啓一 754-1292 山口市阿知須2743
阿知須公民館内

0836-65-2022
0836-65-4013

24 菊川文化協会 松本　敬子
下松ヒサエ 750-0307 下関市菊川町上保木1133　松本方 0832-87-0482

0832-87-0482

25 下関市豊田町文化協会 清廣　哲也
田阪　洋子 750-0441 下関市豊田町中村669番地　清廣方 0837-66-2673

0837-66-2673

26 豊浦町文化の会 安田　和正
林　真理子 759-6301 下関市豊浦町川棚6180－17 0837-72-1236

0837-72-1236

27 豊北文化協会 林　宇三美
佐々木　猛 759-5592 下関市豊北町滝部3140－１

下関市豊北総合支所地域振興課内
0837-82-1913
0837-82-0747

28 三隅文化団体連絡協議会 椋木　清英
山下　眞之 759-3803 長門市三隅下518

長門市三隅公民館内
0837-43-0811
0837-43-2443

29 油谷の文化を高める会 前田　　勲
内田　　彰 759-4503 長門市油谷新別名1268－１ 0837-32-1402

0837-32-1402

【 正 会 員 】
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番　号 区　分 団　体　名 代 表 者 名
事務局長名 郵便番号 事　務　局　住　所 電　話

ＦＡＸ

30 町 阿東文化協会 三浦　良男
佐々木　繁 759-1421 阿武郡阿東町大字徳佐中3417－2

阿東町教育委員会社会教育課内
083-956-0116
083-956-0787

31 分野別 山口県いけばな作家協会 田中　治法
小迫　勇治 750-0057 下関市筋川町18－８ 0832-32-3330

0832-32-3330

32 山口県演劇協会　 藤谷　光信
田村　順玄 741-0071 岩国市牛野谷町3－75－19　田村方 0827-31-3383

0827-31-3383

33 山口県音楽協会　 末廣　正巳
田中　照通 754-0001 山口市小郡上郷　山口芸術短期大学内 083-972-2880

083-972-4145

34 山口県歌人協会 森重香代子
原田　俊一 741-0021 岩国市室の木町４－71－８　原田方 0827-21-2300

0827-21-2301

35 山口県合唱団 末廣　正巳
濱田　嘉生 753-0022 山口市折本２－11－72　濱田方 083-923-8923

083-923-8923

36 山口県合唱連盟 末廣　正巳
桑原　智恵 753-0056 山口市湯田温泉３－４－24　桑原方 083-920-1766

083-920-1766

37 山口県管楽アンサンブル
連盟

熊谷　宗圓
藤本　博途 741-0072 岩国市平田５－52－10　岩国商業高校内 0827-35-2220

0827-35-2221

38 山口県交響楽団　 神代　祥男
八木　資義 747-0042 防府市今市町20－９　八木方 0835-23-6990

0835-23-6990

39 ㈳山口県書道連盟 岡　　篷舟
佐貫　竹園 755-0241 宇部市大字東岐波1703－26　佐貫方 0836-58-5236

0836-58-5236

40 山口県詩人懇話会 陶山　祐二
陶山　祐二 747-0002 防府市酢貝11－27　陶山方 0835-38-0679

0835-38-0679

41 山口県ジャズダンス振興会 緒方　明子
緒方　明子 751-0849 下関市綾羅木本町４－10－１　2F 0832-52-7511

0832-52-7511

42 山口県吹奏楽団 松田　和寛
藤井　晶宏 746-0082 周南市下上731－７　藤井方 0834-62-6248

0834-62-6248

43 山口県吹奏楽連盟 重広　昭雄
藤本　博途 741-0072 岩国市平田５－52－10

岩国商業高校内
0827-35-2220
0827-35-2221

44 山口県川柳協会 早川　定雄
小西　仙楽 743-0004 光市室積市延10－８ 0833-78-1264

45 山口県創作懇話会 清永　唯夫
大野　光生 755-0151 宇部市西岐波2540－21　大野方 0836-51-6000

0836-51-6000

46 JBDF山口県ダンス連盟 安田　博文
安田　有佐 753-0088 山口市中河原町３－５　こいね会内 083-922-3356

083-928-8685

47 山口県男声合唱協会 松村　義人
高橋　康之 745-0877 周南市東金剛山1006－128　高橋方 0834-22-0009

48 ㈳日本舞踊協会山口県支部 坂東三嘉寿美
花柳寛津由次 755-0094 宇部市ひらき台２－９－１　河杉方 0836-34-2646

0836-34-2646

49 山口県俳句作家協会 中村　石秋
河村　正浩 744-0024 下松市末武上526－３　河村方 0833-43-7531

0833-43-7531

50 山口県母の合唱連盟 砂田　　坦
小杉　文子 753-0831 山口市平井1501－10　小杉方 083-924-9023

083-924-9023

51 山口パフォーマンス 
ネットワーク

藤井　一之
藤井　一之 745-0063 周南市今住町６－９　レンタックス内 0834-22-5188

0834-22-5189

52 山口県邦楽連盟 藤村　恭山
菊広　吟秋 755-0026 宇部市松山町３－１－８　菊広方 0836-21-9073

0836-21-9073

53 山口県マーチングバンド
連盟

松浦　美彦
藤本　博途 741-0072 岩国市平田５－52－10　岩国商業高校内 0827-35-2220

0827-35-2221

54 山口県民謡連盟 清水　良助
永田　玲秀 747-0847 防府市伊佐江町11－33 0835-23-2529

0835-23-2529

55 山口県洋舞連盟 加藤　燿子
広田　早苗 753-0083 山口市後河原247－１ 083-922-1963

083-923-7121

56 やまぐち連句会 諏訪　欣二
中本　蒼水 746-0025 周南市古市２－３－43 0834-62-1400

0834-61-1650

57 山口県和太鼓連盟 宮川　　力
田口比路志 753-0811 山口市吉敷4057－７　田口方 083-925-1273

083-925-1099

58 教　育 山口県高等学校文化連盟 八幡フミエ
角中悦太郎 753-0043 山口市宮島町６－１　山口中央高校内 083-932-0818

083-932-0813

59 山口県中学校文化連盟 臼杵　裕世
蔵田　妙子 747-0808 防府市桑山２－７－26　桑山中学校内 0835-22-2182

0835-22-4582

60 山口県音楽教育連盟 芝口　英夫
安部　正美 753-0070 山口市白石３－１－１　附属山口小学校内 083-933-5950

083-933-5965

61 山口県小学校管楽器教育
研究会

芝口　英夫
古谷　賢司 747-0848 防府市華城中央２－２－１　華城小学校内 0835-22-0329

0835-22-9967

山口県文化連盟加盟団体一覧
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番　号 区　分 団　体　名 職　　　名
代　表　者 郵便番号 事　務　局　住　所 電　話

ＦＡＸ

1 行　政 山口県 知事
二井　関成 753－8501 山口市滝町１－１　文化振興課 083-933-2610

083-933-4829

2 山口県教育委員会 教育長
藤井　俊彦 753-8501 山口市滝町１－１

教育庁高校教育課
083-933-4620
083-933-4619

3 報　道 朝日新聞社山口総局 総局長
北沖　弘和 753-0078 山口市緑町２－20 083-922-0135

083-922-5616

4 エフエム山口㈱ 社長
古谷　正二 753-8521 山口市緑町３－31 083-923-2100

083-924-8673

5 共同通信社山口支局 支局長
渡辺　正義 753-0047 山口市道場門前１－１－８ 083-922-2458

083-923-9656

6 産経新聞社山口支局 支局長
西田　新平 753-0074 山口市中央３－６－２ 083-923-3333

083-923-3334

7 時事通信社山口支局 支局長
久永　政博 753-0072 山口市大手町７－４ 083-922-0787

083-922-0810

8 中国新聞防長本社 代表
渡辺理一郎 745-0034 周南市御幸通２丁目22 0834-21-3571

0834-33-5604

9 テレビ山口㈱ 社長
齋藤　宗房 753-0292 山口市大内御堀1277 083-923-6113

083-925-7667

10 西日本新聞社山口支局 支局長
真弓　一夫 753-0089 山口市亀山町５－11 083-922-1106

083-922-1402

11 日本経済新聞社山口支局 支局長
和歌山章彦 753-0078 山口市緑町２－21 083-922-1167

083-924-9290

12 日本放送協会山口放送局 局長
春原秀一郎 753-8660 山口市中園町２－１ 083-921-3737

083-921-3731

13 毎日新聞社山口支局 支局長
柴田　種明 753-0078 山口市緑町５－２ 083-922-5123

083-922-5126

14 山口朝日放送㈱ 社長
増田　信二 753-8570 山口市中央３－５－25 083-933-1111

083-933-1188

15 みなと山口合同新聞社 社長
井上　正明 750-8506 下関市東大和町１－１－７ 0832-66-3211

0832-66-5344

16 山口放送㈱ 社長
岩田　幸雄 745-8686 周南市公園区 0834-22-1431

0834-22-1430

17 読売新聞社山口総局 総局長
鹿子木清照 753-0074 山口市中央４－４－４ 083-922-1042

083-933-1103

18 その他 ㈶山口県ひとづくり財団 理事長
瀧井　　勇 754-0893 山口市秋穂二島1062

（生涯学習推進センター）
083-987-1730
083-987-1760

19 ㈶やまぐち県民活動きら
めき財団

理事長
二井　関成 753-8555 山口市大手町９－６ 083-924-9090

083-924-9096

20 ㈶山口県国際交流協会 理事長
田中　耕三 753-0811 山口市吉敷3185－１ 083-925-7353

083-920-4144

【特別会員】

番　号 区　分 団　体　名 代 表 者 名
事務局長名 郵便番号 事　務　局　住　所 電　話

ＦＡＸ

62 財　団 ㈶山口県文化振興財団 澄川　喜一
津田　　隆 753-0071 山口市滝町１－１ 083-933-2610

083-933-4829

63 ㈶下関市文化振興財団 安藤　和津
三原　一郎 750-0025 下関市竹崎町４－５－１ 0832-31-6401

0832-35-0800

64 ㈶山口市文化振興財団 池部　　豊
楳本美由紀 753-0075 山口市中園町７－７ 083-901-2222

083-901-2216

65 ㈶防府市文化振興財団 松浦　正人
池田　　功 747-0026 防府市緑町１－９－１ 0835-23-2211

0835-23-2828

66 ㈶下松市文化振興財団 合田　克己
坂田　祐次 744-0025 下松市中央町21－１ 0833-41-6800

0833-41-7723

67 ㈶岩国の文化を育てる会 三吉　忠光
森本　佐文 740-0017 岩国市今津町１－９－28 0827-29-5211

0827-21-3456

68 ㈶長門市文化振興財団 上田　俊成
中村　　守 759-4106 長門市仙崎818－１ 0837-26-6001

0837-26-6002

69 ㈶周南市文化振興財団 河村　和登
西崎　博史 745-0874 周南市公園区5854－41 0834-22-8787

0834-22-8790

山口県文化連盟加盟団体一覧
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　山口県文化連盟会報「文化飛翔」、
ついに創刊です。この「文化飛翔」
という名称は、会員の皆さんから
募集した中から選んだもので、文
化連盟のネットワーク、活動の広
がりと発展を期待し、理想に向かっ
て羽ばたいていこう、という思い
が込められています。
　年２回（９月及び３月末）の発
行で、次号からは新しい企画も盛
り込み、有意義な会報にしていき
たいと思っています。また、皆さ
んからのご意見やご感想もお待ち
しています。

役員の種別 氏　　　名 現　　職　　名

会　　　長 田　村　幸志郎 や ま ぐ ち 市 民 文 化 の 会 会 長

副　会　長 上　田　俊　成 長 門 文 化 協 会 会 長

副　会　長 早　川　定　雄 山 口 県 川 柳 協 会 会 長

理　　　事 臼　杵　裕　世 山 口 県 中 学 校 文 化 連 盟 会 長

理　　　事 遠　藤　徳　吉 お ご お り 文 化 協 会 会 長

理　　　事 加　藤　燿　子 山 口 県 洋 舞 連 盟 理 事 長

理　　　事 重　広　昭　雄 山 口 県 吹 奏 楽 連 盟 理 事 長

理　　　事 玉　野　知　之 周 南 文 化 協 会 会 長

理　　　事 中　島　俊　泰 山 口 県 高 等 学 校 文 化 連 盟 参 与

理　　　事 坂東　三嘉寿美 ㈳ 日 本 舞 踊 協 会 山 口 県 支 部 長

理　　　事 山　本　誠　二 下 関 市 文 化 協 会 会 長

監　　　事 松　原　　　清 ㈶ 山 口 県 文 化 振 興 財 団 副 理 事 長

監　　　事 田　中　憲　治 山 口 県 会 計 課 長

【山口県文化連盟役員】

賛助会員募集の御案内
　本連盟の趣旨に賛同し、その事業、運営等を支援して
くださる賛助会員（個人又は団体）を広く募集しています。

年会費　１口年間５千円（１口以上）
　＊ 賛助会員の皆様には、会報、その他文化情報誌をお
届けします。

　＊ 入会申込は、随時受け付けておりますが、会員期間
は入会日から翌年の３月31日までとさせていただき
ます。

申込み方法
　 所定の入会申込書兼振込書にて年会費をお振り込みく
ださい。

詳しくは、山口県文化連盟事務局までお問い合わせください。

山口県文化連盟事務局（山口県文化振興課内）
　TEL（083）933－2610
　FAX（083）933－4829

※ 次号（2008 春 vol.２）では、賛助会員の皆様のお名前を掲載する予定
にしています。
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